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＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

お客様とともに、地球環境・社会・経済のバランスの保たれた持続可能な社会に貢献し、“はたら

く”歓びの 実現を目指します。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

☐環境 

☐社会 

経済 

■【ﾏﾃﾘｱﾘﾃｨ】“はたらく”の変革 ・デ

ジタルの力で誰にでも働きやすい環

境、産業の基盤に貢献 

スクラムパッケージ

導入による時間 創

出効果：6480 万時

間 

24年度着地 6213万

時間 

☐環境 

社会 

☐経済 

■【ﾏﾃﾘｱﾘﾃｨ】生活の質の向上 ・デジ

タルの力で、ヘルスケア・教育の質の

向上、地 域づくりに貢献 

生活基盤の向上へ

の貢献人数：  336 

万人 

24 年度着地 2235 万

人 

環境 

☐社会 

☐経済 

■【ﾏﾃﾘｱﾘﾃｨ】脱炭素社会の実現 ・

お客様の脱炭素に貢献 ・自社の電

力・ガソリン使用による Co2 排出削

減 

主要複合機導入と

マングローブ植 林

による  Co2 削減

量：1,296ｔ 

24年度着地 1448万

t 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

リコーグループ全体では目標達成に向けて社員一丸となって取り組んでおります。特に今期は

SDGs推進や社会貢献事例の共有が進み、全社的に『はたらくに歓びを』を体現する取り組みを

お客様からもご評価いただいています。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

☐環境 

社会 

☐経済 

“はたらく”の変革 ・デジタルの力で誰にでも働

きやすい環境、産業の 基盤に貢献 
2000万人 

環境 

☐社会 

☐経済 

事業活動における使用電力の再生可能エネル

ギー比率 
40％ 

☐環境 

☐社会 

経済 

顧客評価（CS 調査）の引き上げ：顧客の肯定的

評価（『非常に満足』『また頼みたい』等） 
29% 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

事業と SDGs の同軸化＝事業を通じた社会課題解決 ・製品・サービスを通じてお客様と進める 

SDGs への貢献 ・自社＋パートナーと取り組む SDGs への貢献 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


